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を高校「生物」に拡張して考える必要がある点で，指摘があった。生物学の総合的な理解とい

う点で適切であるが，問題内でも連想できるような作問を検討したい。 

Ｂは，重力屈性に関する実験結果から導かれる推論や考察を問う問題として，全体として高

い評価を得た。問４については，提示した実験設定がⓐの「重力方向の感知が必要である」と

いう選択肢を選択するのには不十分ではないかとの指摘がある一方で，分かりやすい図と実験

結果からオーキシンによる重力屈性の仕組みを推測できる良問との評価も得た。今後は作問の

過程でより明確な実験を設定するよう留意していきたい。また，「過不足なく含むもの」を選択

させる形式は難易度が高く，解答に時間を要するという指摘もあった。問５については，ラッ

カセイの茎と子房柄における重力屈性の違いに関する知識活用問題で，学習内容を活用できる

知識問題の前半と既習の知識を活用して未知の現象についての考察力を測る後半に分けた出

題形式が高く評価された。 

４ ま  と  め 

「生物」の作問に当たっては，暗記重視の学習から思考力重視の学習への転換を促すという共通

テストの狙いを踏まえ，生物各分野における知識の習得の程度に加え，知識を結び付け，応用発展

させて思考する力を問うことを心掛けている。また，高等学校での探究活動を意識した観察・実験

問題や，数学的な考え方を必要とする数理，計算問題などを積極的に取り入れ，さらに実験計画の

立案などの統合的な思考力を問うことで，学習指導要領で強調されている「科学的に探究するため

に必要な資質・能力」を問えるよう配慮している。これらの方策により，様々な難易度の質の高い

問題をバランス良く揃えることに努めているところである。今後も，学習した生物学の知識の正確

性，それを基に思考できるか，初見の生物学現象を正しく理解し，論理的推論ができるかなどの様々

な力を問う問題を作成する基本方針を堅持しながらも，分量，難易度，レイアウトなどにも一層の

注意を払い，問題作成を進めていきたい。 

『物理基礎/化学基礎/生物基礎/地学基礎』の「地学基礎」，『地学』 

第１ 高等学校教科担当教員の意見・評価 

「地学基礎」 

１ 前     文  

「地学基礎」は，地球環境の変化，日本の自然環境とその恩恵や災害など，日常生活や社会と

の関連を図りながら，地球や地球を取り巻く環境に関心をもたせ，科学的に探究するために必要

な資質・能力を育成する科目である。共通テストとしては今回が５度目の実施，新たな学習指導

要領のもとで実施された共通テストとしては初年度の実施となる。 

令和７年度共通テスト本試験の「地学基礎」受験者数は 46,285 人で，昨年度に比べ 2,912 人と

大きく増加した（一昨年度→昨年度は 303人の増加）。また，平均点は 34.49点（50点満点）で，

昨年度より 1.07 点下降した。 

評価に当たっては，「大学への入学志願者を対象に，高等学校の段階における基礎的な学習の

達成の程度を判定し，大学教育を受けるために必要な能力について把握することを目的として，

各教科・科目の特質に応じ，知識・技能のみならず，思考力・判断力・表現力等も重視して評価

を行うものとする。」という共通テストの趣旨に基づき，本年度の「地学基礎」本試験の試験問

題について，21 ページに記載の８つの観点により，総合的に検討を行った。 

２ 内 容・範 囲  

出題内容や出題範囲については，おおむね教科書に準じた内容から構成されていた。学習指導

要領に示された範囲から出題されている問題がほとんどであったが，一部に「地学基礎」の範囲

外の問題も見られた。 

出題範囲を詳細に見ると「固体地球分野」が２問（うち１問が「大気・海洋分野」及び「環

境・災害分野」にも分類できる），「岩石・鉱物分野」が２問（うち 1 問が「環境・災害分野」に

も分類できる），「地史・地質分野」が３問（うち１問は「環境・災害分野」にも分類できる），

「大気・海洋分野」が４問（うち 1 問は前述の「岩石・鉱物分野」「環境・災害分野」との融合問

題），「天文分野」が４問であった。この他に，様々な地学的現象のスケールを問う総合問題が

１問あった。 

旧課程での学習指導要領においては，「宇宙の中の地球」「変動する地球」という２項目から

なっていたが，新課程となり「地球のすがた」「変動する地球」の２項目となった。旧課程にお

ける「宇宙の中の地球」にあった「宇宙の構成」については，大幅に削減され，「変動する地球」

の中で，「地球の変遷」という項目に位置付けられることとなった。 

このことを踏まえると，新課程のもとで実施された試験としては，「天文分野」が独立した大

問となっており，やや出題数も多い印象をもつ。全 15 問中４問が「天文分野」で，配点としては

50 点中の 14 点分である。旧課程のもとで実施された昨年度の出題数は全 15 問中３問で，配点と

しては 10 点分であった。新課程となり，「天文分野」の内容が削減されたにもかかわらず，問題

数，配点とも旧課程のもとで実施された昨年度のテストよりも増加している。更に「天文分野」

からの１問は，「地学基礎」の範囲外と言える内容であり，教科書によっては全く記述のない内

容であった。 
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また，「天文分野」，「地史・地質分野」では同じ事項を扱う問題が連続したことも気になっ

た。理科基礎科目は問題数が少ないため，１問の扱いが全体のバランスに大きく影響する。大問

構成も含めて全体のバランスにはより慎重な姿勢が望まれる。 

その他については，災害や環境に絡めた出題が４問，配点では 14 点分と，地学分野からのメッ

セージ性のある問題が適切な配分で出題されていた。 

内容については，思考力・判断力・表現力等を要する問題が多く見られ，共通テストの問題作

成方針にのっとったものであった。また，基礎的な知識を問う問題，図やグラフを読み取る問題

など様々な問題が見られ，工夫された良問が多くあった。 

以下，幾つか個別の問題について述べる。 

第１問Ｂの問４については，空欄 ウ が気象に関する設問，空欄 エ が火山災害に関する設問

である。内容的には平易であるが，自然現象は領域の異なる様々な要素から成り立っている

というメッセージ性のある良問であった。 

第２問の問３は，海水中の塩分と海水の凍結・融解に関する問題である。単純な知識を問う問題

にならないよう工夫されていたが，‰（パーミル）については，幾つかの教科書に記載がな

い。また，塩分の分布については発展扱いとなっているが，海水の凍結・融解との関係につ

いては多くの教科書で深層循環の項に記述がある。しかし，正答率は 52.60％とやや低かった。 

第３問Ａの問１・問２は宇宙のはじまりに関する問題で，やや細かい知識を要する。また，同じ

事項に関連した出題が２問続いていることは再考の余地がある。 

第３問Ｂの問３は銀河系の構造に関する問題で，旧課程では全ての教科書に記述があったが，新

課程となり一部の教科書では扱われなくなった。新課程履修者の一部と旧課程履修者で学習

に差がつく設問であった。移行措置期間であることを考慮すると，新課程履修者用と旧課程

履修者用とで選択問題にすることも考えられた。ただし，問題の難易度としては平易で，中

学校理科で扱われている内容でもあり，正答率は 70.69％と低くはなかった。 

第４問の問１は地学的現象の時間・空間スケールを問う問題で，津波や台風，エルニーニョ現象

や地球温暖化という自然災害，地球環境問題を扱う総合問題となっている。地学という教科

の特性を生かした工夫された良問である。 

３ 分 量・程 度 

大問４問構成で，小問数は 15 で構成されており，大問数，小問数とも昨年度と変更はなかった。

ただし，新課程となり「天文分野」が「地球の変遷」の一部という扱いになったことを踏まえる

と，「天文分野」と「地史・地質分野」を融合させた大問構成とすることも考えられる。 

全体としての分量は，妥当な量であり，多くの受験者は時間内に解答することが可能であった

と考えられる。 

各問題の配点は３点又は４点となっており，適切であった。選択肢数は４択が 11 問，６択が３

問，８択が１問と，昨年度よりも選択肢の多い問題が増加した（昨年度は６択が１問で，７択以

上の問題はなかった）。全体の難易度を，Ａ（平易），Ｂ（標準），Ｃ（やや難），Ⅾ（難）と

区分し，Ａを７問，Ｂを７問，Ｃを１問，Ｄを０問と分析した。昨年度より，ややＡが減り（昨

年度は９問），Ｂが増えた（昨年度は４問）。また，Ｃと分析した問題は，かなりＤに近い難易

度の問題であった。それらのことが，僅かな平均点の低下につながっていると考えられる。しか

しながら，全体としてのバランスは非常に良い。 

以下，幾つか気になった問題について述べる。 

第２問の問２は南北の水蒸気輸送に関する問題である。水蒸気という気体の輸送に関連する問題

なので，大気の流れを考えれば難しい内容ではない。しかし，正答率は 34.28％と，他の問題

に比して極端に低かった。図中に蒸発量だけでなく降水量も示されていたために，過剰な水

分が不足する地域に輸送されると勘違いした受験者が多くいた可能性がある。 

第４問の問１は，地学的現象の時間・空間スケールを問う問題である。多くの教科書で扱われて

いる図ではあるが，第４問の冒頭に「自然災害」という語が出てくるので，現象としてのス

ケールを聞いているのか，災害としてのスケールを聞いているのか紛らわしい。しかしなが

らグラフは対数目盛となっており，かなりの幅をもって示されているため，解答に困ること

はない。 

４ 表 現・形 式 

全体として，受験者に分かりやすい表現が用いられており，理解しやすいものであった。形式に 

ついては，「項目判断」（該当する項目を選択する問題），「文章判断」（該当する文章を選択

する問題），「計算」（計算が主体となる問題）の３項目に分類した。「項目判断」は 11 問であ

り，昨年度より１問増加した。「文章判断」は４問であり，昨年度より１問増加した。昨年度２

問出題されていた「計算」を要する問題は，今年度はなかった。また，「実験」に関する問題は，

昨年度に引き続き出題されなかった。科学的な思考力・判断力・表現力等を育成することは地学

教育においても不可欠である。観察，実験的な要素を含む問題については，是非出題していただ

きたい。 

以下，幾つか個別の問題について述べる。 

第 1 問Ａの問１は太陽系の天体の性質に関する問題で，問題文中に示されたグラフは対数グラフ

となっている。天王星・海王星が示されておらず，月が示されている点が目新しい。しかし

ながら設問は平易で，グラフが生かし切れていない点が残念である。 

第 1問Ａの問２は，プレートテクトニクスに関する基本的な問題である。 イ の選択肢について

は「密度が小さい」，「密度が大きい」という単純な二択ではなく，「温度が低い」という

選択肢とすることによって，プレートの沈み込みという場面における本質を問う良問となっ

ている。 

第１問Ｃの問５は問題文中に「観察」の語が出てくるものの，堆積構造を写真から判断するだけ

の問題にとどまっている。「観察，実験」的要素のある問題というほどではない。また，図

の説明にある，「地層の層理面（Ａ）」という文言を見逃すと混乱する可能性がある。 

第４問の問２は地質柱状図に関する問題である。図から読み取ることのできる事柄について述べ

た文章の正誤を問うている。正答である②②をいきなり答えることはやや難しいが，消去法で考

えれば易しい。本試験の問題で唯一，量的な扱いがあるが，「計算」の要素のある問題とい

うほどではない。 

第４問の問３は地震，活断層など，多岐にわたる内容を盛り込んだ問題である。設定がやや複雑

ではあるが，工夫された良問である。 

５ ま  と  め（総括的な評価） 

〇高等学校の授業改善への影響 

今回の共通テストでは，おおむね「地学基礎」の教科書に準じた内容から出題されていた。基

本事項の理解をはじめ，文章や図，グラフから必要な情報を読み取ること，自然現象を地学的な

視点から考察すること，自然災害や防災，地球環境の変化について考えることなどが求められた。

高等学校では，知識・技能の習得とともに，日常生活や社会との連携を意識させながら，科学的
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また，「天文分野」，「地史・地質分野」では同じ事項を扱う問題が連続したことも気になっ

た。理科基礎科目は問題数が少ないため，１問の扱いが全体のバランスに大きく影響する。大問

構成も含めて全体のバランスにはより慎重な姿勢が望まれる。 

その他については，災害や環境に絡めた出題が４問，配点では 14 点分と，地学分野からのメッ

セージ性のある問題が適切な配分で出題されていた。 

内容については，思考力・判断力・表現力等を要する問題が多く見られ，共通テストの問題作

成方針にのっとったものであった。また，基礎的な知識を問う問題，図やグラフを読み取る問題

など様々な問題が見られ，工夫された良問が多くあった。 

以下，幾つか個別の問題について述べる。 

第１問Ｂの問４については，空欄 ウ が気象に関する設問，空欄 エ が火山災害に関する設問

である。内容的には平易であるが，自然現象は領域の異なる様々な要素から成り立っている

というメッセージ性のある良問であった。 

第２問の問３は，海水中の塩分と海水の凍結・融解に関する問題である。単純な知識を問う問題

にならないよう工夫されていたが，‰（パーミル）については，幾つかの教科書に記載がな

い。また，塩分の分布については発展扱いとなっているが，海水の凍結・融解との関係につ

いては多くの教科書で深層循環の項に記述がある。しかし，正答率は 52.60％とやや低かった。 

第３問Ａの問１・問２は宇宙のはじまりに関する問題で，やや細かい知識を要する。また，同じ

事項に関連した出題が２問続いていることは再考の余地がある。 

第３問Ｂの問３は銀河系の構造に関する問題で，旧課程では全ての教科書に記述があったが，新

課程となり一部の教科書では扱われなくなった。新課程履修者の一部と旧課程履修者で学習

に差がつく設問であった。移行措置期間であることを考慮すると，新課程履修者用と旧課程

履修者用とで選択問題にすることも考えられた。ただし，問題の難易度としては平易で，中

学校理科で扱われている内容でもあり，正答率は 70.69％と低くはなかった。 

第４問の問１は地学的現象の時間・空間スケールを問う問題で，津波や台風，エルニーニョ現象

や地球温暖化という自然災害，地球環境問題を扱う総合問題となっている。地学という教科

の特性を生かした工夫された良問である。 

３ 分 量・程 度 

大問４問構成で，小問数は 15 で構成されており，大問数，小問数とも昨年度と変更はなかった。

ただし，新課程となり「天文分野」が「地球の変遷」の一部という扱いになったことを踏まえる

と，「天文分野」と「地史・地質分野」を融合させた大問構成とすることも考えられる。 

全体としての分量は，妥当な量であり，多くの受験者は時間内に解答することが可能であった

と考えられる。 

各問題の配点は３点又は４点となっており，適切であった。選択肢数は４択が 11 問，６択が３

問，８択が１問と，昨年度よりも選択肢の多い問題が増加した（昨年度は６択が１問で，７択以

上の問題はなかった）。全体の難易度を，Ａ（平易），Ｂ（標準），Ｃ（やや難），Ⅾ（難）と

区分し，Ａを７問，Ｂを７問，Ｃを１問，Ｄを０問と分析した。昨年度より，ややＡが減り（昨

年度は９問），Ｂが増えた（昨年度は４問）。また，Ｃと分析した問題は，かなりＤに近い難易

度の問題であった。それらのことが，僅かな平均点の低下につながっていると考えられる。しか

しながら，全体としてのバランスは非常に良い。 

以下，幾つか気になった問題について述べる。 

第２問の問２は南北の水蒸気輸送に関する問題である。水蒸気という気体の輸送に関連する問題

なので，大気の流れを考えれば難しい内容ではない。しかし，正答率は 34.28％と，他の問題

に比して極端に低かった。図中に蒸発量だけでなく降水量も示されていたために，過剰な水

分が不足する地域に輸送されると勘違いした受験者が多くいた可能性がある。 

第４問の問１は，地学的現象の時間・空間スケールを問う問題である。多くの教科書で扱われて

いる図ではあるが，第４問の冒頭に「自然災害」という語が出てくるので，現象としてのス

ケールを聞いているのか，災害としてのスケールを聞いているのか紛らわしい。しかしなが

らグラフは対数目盛となっており，かなりの幅をもって示されているため，解答に困ること

はない。 

４ 表 現・形 式 

全体として，受験者に分かりやすい表現が用いられており，理解しやすいものであった。形式に 

ついては，「項目判断」（該当する項目を選択する問題），「文章判断」（該当する文章を選択

する問題），「計算」（計算が主体となる問題）の３項目に分類した。「項目判断」は 11 問であ

り，昨年度より１問増加した。「文章判断」は４問であり，昨年度より１問増加した。昨年度２

問出題されていた「計算」を要する問題は，今年度はなかった。また，「実験」に関する問題は，

昨年度に引き続き出題されなかった。科学的な思考力・判断力・表現力等を育成することは地学

教育においても不可欠である。観察，実験的な要素を含む問題については，是非出題していただ

きたい。 

以下，幾つか個別の問題について述べる。 

第 1 問Ａの問１は太陽系の天体の性質に関する問題で，問題文中に示されたグラフは対数グラフ

となっている。天王星・海王星が示されておらず，月が示されている点が目新しい。しかし

ながら設問は平易で，グラフが生かし切れていない点が残念である。 

第 1問Ａの問２は，プレートテクトニクスに関する基本的な問題である。 イ の選択肢について

は「密度が小さい」，「密度が大きい」という単純な二択ではなく，「温度が低い」という

選択肢とすることによって，プレートの沈み込みという場面における本質を問う良問となっ

ている。 

第１問Ｃの問５は問題文中に「観察」の語が出てくるものの，堆積構造を写真から判断するだけ

の問題にとどまっている。「観察，実験」的要素のある問題というほどではない。また，図

の説明にある，「地層の層理面（Ａ）」という文言を見逃すと混乱する可能性がある。 

第４問の問２は地質柱状図に関する問題である。図から読み取ることのできる事柄について述べ

た文章の正誤を問うている。正答である②②をいきなり答えることはやや難しいが，消去法で考

えれば易しい。本試験の問題で唯一，量的な扱いがあるが，「計算」の要素のある問題とい

うほどではない。 

第４問の問３は地震，活断層など，多岐にわたる内容を盛り込んだ問題である。設定がやや複雑

ではあるが，工夫された良問である。 

５ ま  と  め（総括的な評価） 

〇高等学校の授業改善への影響 

今回の共通テストでは，おおむね「地学基礎」の教科書に準じた内容から出題されていた。基

本事項の理解をはじめ，文章や図，グラフから必要な情報を読み取ること，自然現象を地学的な

視点から考察すること，自然災害や防災，地球環境の変化について考えることなどが求められた。

高等学校では，知識・技能の習得とともに，日常生活や社会との連携を意識させながら，科学的
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に探究するために必要な資質・能力を丁寧に育成する必要がある。 

〇意見・要望・提案等 

上記のように検討した結果を，前述の８項目の観点から次のように要約し，今後の試験問題

の作成に対し，要望・提案を行う。 

⑴ 共通テスト問題作成方針を踏まえ，知識の理解を問う問題だけでなく，思考力・判断力・表

現力等が求められる問題が見られ，バランスの取れた出題となっていた。 

⑵ 出題内容や出題範囲については，おおむね学習指導要領の定める範囲内であったが，一部に

範囲外といえる問題があった。しかし，内容的には中学校での既習事項であった。 

⑶ 問題で使用された題材については，おおむね適正であったが，幾つかの教科書に記述のない

事項が扱われていた。 

⑷ 図やグラフを用いた問題は，普段の学習で経験してきたことを生かして考察する内容であっ

た。また，地球環境や自然災害に目を向けるなど，共通テストの問題作成方針を踏まえた設

問が複数あり，適切であった。 

⑸ 大問は４問構成で，小問数は 15 問で構成されており，各設問の配点については３点又は４

点で，おおむね適切であった。選択肢数は４択が 11 問，６択が３問，８択が 1 問と，昨年

度よりも選択肢の数が増加した。 

⑹ 全体として，受験者にも分かりやすい表現が用いられており，理解しやすいもので，おおむ

ね適切であった。 

⑺ 問題の難易度は昨年度と同様で，一部にやや難解な問題も含まれていたが，全体としてはお

おむね適切であった。 

⑻ 得点のちらばりはおおむね適正であった。 

「地学基礎」の全ての領域について，真摯に学んで試験に臨んだ受験者が正答を選ぶことがで

きるような配慮が認められた。選択肢数は昨年度より増加したが，いずれも妥当な範囲内であり，

解答に過分な時間がかからないよう工夫されていた。さらに，地球環境や自然災害を扱った多く

の小問が大問のなかに適切に散りばめられており，現代社会を生きていく上でのメッセージ性を

強く感じた。 

   今年度は異なる領域からの融合問題も出題された。一つの題材の中で様々な分野，領域を横断

的に扱うという姿勢は，受験者の学習意欲の向上や目的意識の確立に大いに寄与するものと考え

る。与えられた情報を把握，整理し，更にそれらを再構築して新たな結論を導き出す力が求めら

れるような出題もあった。 

一方，高等学校の授業で想定される観察，実験等の活動については直接的に問われることが

なかった。共通テストの趣旨が，「（前半省略）…各教科・科目の特質に応じ，知識・技能のみ

ならず，思考力・判断力・表現力等も重視して評価を行うものとする。」となっていることを鑑

みると，今後は，観察，実験等の活動について扱う問題が出題されることを期待する。 

共通テストの問題には，地学教育という立場からの，高校生や社会全体に対するメッセージ

性があると考える。地学では，地球環境や自然災害も含め，身の回りの様々な現象を扱っている。

そのような身の回りの学問を意識させるような作問をお願いしたい。 

最後に，各方面から寄せられた意見や要望を真摯に受け入れ，内容を詳細に吟味され，熱意

を持って作問された問題作成委員の諸先生方のこれまでの御努力に対して，深く敬意を表したい。

次年度以降も引き続き意見や要望を積極的に作問に反映していただき，良質な問題を期待する。 

 

『地学』 

１ 前     文 

「地学」は，「地学基礎」との関連を図りながら，更に進んだ地学的な方法で自然の事物・現象を

取り扱い，観察，実験などを通して地学的に探究する能力と態度を身に付けさせるとともに，地学

の基本的な概念や原理・法則の理解を深めさせ，科学的な自然観を育てる科目である。  

令和７年度共通テストの本試験の受験者数は461,505人（昨年度より4,978人増）であった。理科

の延べ受験者数についても，「物理」「化学」「生物」の受験者が6,000人増加した。「地学」受験者数

も2,365人で，昨年度より573人増加し，「物理」「化学」「生物」「地学」全受験者数の0.6％（昨年度

は0.5％）であり，年度を追って少しずつ増加傾向にある。また，平均点は41.64点であり，共通テ

スト開始以来最高点であった昨年度の56.62点より14.98点下降した。 

評価に当たっては，共通テストの趣旨である「大学への入学志願者を対象に，高等学校の段階に

おける基礎的な学習の達成の程度を判定し，大学教育を受けるために必要な能力について把握する

ことを目的とし，各教科・科目の特質に応じ，知識・技能のみならず，思考力，判断力，表現力等

も重視して評価を行うものとする」に基づき，本年度の「地学」本試験の問題について，21ページ

に記載の８つの観点により，総合的に検討を行った。 

２ 内 容・範 囲  

出題内容や範囲については，学習指導要領の定める範囲内であり，おおむね教科書に準じた内容

で構成されていた。小問別に見ると「地球の概観」に関する設問が３問，「地球の活動と歴史」に関

する設問が10問，「地球の大気と海洋」に関する設問が７問，「宇宙の構造」に関する設問が７問で

あった。昨年度より「地球の概観」と「宇宙の構造」に関する設問がそれぞれ１問増加し，「地球の

活動と歴史」に関する設問が１問減少した。これだけ見ると偏りがあるように見られるが，「固体地

球」「岩石・鉱物」「地史・地質」「大気・海洋」「天文」の５分野で分類すると，それぞれ５問，６

問，３問，７問，６問となり，大気・海洋がやや多い傾向はあるが，全体的にはバランス良く出題

されている。新課程より「地学」の教科書が１社になったため，出題範囲の偏りはない。  

内容については，基本的な知識の組合せやその正誤判断，探究活動や観察・実験，野外実習や天

体観測などを題材として，観察，実験や探究活動についての理解力や思考力・判断力・表現力等を

問う問題，図表やグラフを読み取り，数学的処理能力や思考力・判断力・表現力等を問う問題など，

共通テストの問題作成方針を踏まえた設問が多くあり，適切であった。  

以下，個々の設問について意見を述べる。  

第１問は地学現象の測定・観測に用いられる機器の使用や関連する知識に関する小問である。地

学的な知識だけではなく観察や実験の結果求められる事実や知識，観察・実験の方法，観察結

果から考察できること等を題材に，多領域にわたる地学現象について小問で構成された分野横

断型の総合問題である。「知識は観察，実験の結果求められる」というのは，地球科学の理解の

根幹であり，出題者の意図が明確に伝わる。問１はプリズムを用い分光器とスペクトルの投影

順序の，問２は地磁気の伏角の測定の問題である。特に問３のクリノメーターの使用法と問４

の鉱物の晶出順序の問題は実際に観察や実験をしていれば容易に正解できる問題であり，出題

者の強い意図を感じる。問５は高層天気図の問題である。 

第２問は固体地球に関する問題である。問１は地磁気についての様々な知識が問われる問題であ

る。地磁気静穏期の日変化の原因を知っていれば答えやすい。知っていなくても，他の三つの
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に探究するために必要な資質・能力を丁寧に育成する必要がある。 

〇意見・要望・提案等 

上記のように検討した結果を，前述の８項目の観点から次のように要約し，今後の試験問題

の作成に対し，要望・提案を行う。 

⑴ 共通テスト問題作成方針を踏まえ，知識の理解を問う問題だけでなく，思考力・判断力・表
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範囲外といえる問題があった。しかし，内容的には中学校での既習事項であった。 

⑶ 問題で使用された題材については，おおむね適正であったが，幾つかの教科書に記述のない

事項が扱われていた。 

⑷ 図やグラフを用いた問題は，普段の学習で経験してきたことを生かして考察する内容であっ

た。また，地球環境や自然災害に目を向けるなど，共通テストの問題作成方針を踏まえた設

問が複数あり，適切であった。 

⑸ 大問は４問構成で，小問数は 15 問で構成されており，各設問の配点については３点又は４

点で，おおむね適切であった。選択肢数は４択が 11 問，６択が３問，８択が 1 問と，昨年

度よりも選択肢の数が増加した。 

⑹ 全体として，受験者にも分かりやすい表現が用いられており，理解しやすいもので，おおむ

ね適切であった。 

⑺ 問題の難易度は昨年度と同様で，一部にやや難解な問題も含まれていたが，全体としてはお

おむね適切であった。 

⑻ 得点のちらばりはおおむね適正であった。 

「地学基礎」の全ての領域について，真摯に学んで試験に臨んだ受験者が正答を選ぶことがで

きるような配慮が認められた。選択肢数は昨年度より増加したが，いずれも妥当な範囲内であり，

解答に過分な時間がかからないよう工夫されていた。さらに，地球環境や自然災害を扱った多く

の小問が大問のなかに適切に散りばめられており，現代社会を生きていく上でのメッセージ性を

強く感じた。 

   今年度は異なる領域からの融合問題も出題された。一つの題材の中で様々な分野，領域を横断

的に扱うという姿勢は，受験者の学習意欲の向上や目的意識の確立に大いに寄与するものと考え

る。与えられた情報を把握，整理し，更にそれらを再構築して新たな結論を導き出す力が求めら

れるような出題もあった。 

一方，高等学校の授業で想定される観察，実験等の活動については直接的に問われることが

なかった。共通テストの趣旨が，「（前半省略）…各教科・科目の特質に応じ，知識・技能のみ

ならず，思考力・判断力・表現力等も重視して評価を行うものとする。」となっていることを鑑

みると，今後は，観察，実験等の活動について扱う問題が出題されることを期待する。 

共通テストの問題には，地学教育という立場からの，高校生や社会全体に対するメッセージ

性があると考える。地学では，地球環境や自然災害も含め，身の回りの様々な現象を扱っている。

そのような身の回りの学問を意識させるような作問をお願いしたい。 

最後に，各方面から寄せられた意見や要望を真摯に受け入れ，内容を詳細に吟味され，熱意

を持って作問された問題作成委員の諸先生方のこれまでの御努力に対して，深く敬意を表したい。

次年度以降も引き続き意見や要望を積極的に作問に反映していただき，良質な問題を期待する。 

 

『地学』 

１ 前     文 

「地学」は，「地学基礎」との関連を図りながら，更に進んだ地学的な方法で自然の事物・現象を

取り扱い，観察，実験などを通して地学的に探究する能力と態度を身に付けさせるとともに，地学

の基本的な概念や原理・法則の理解を深めさせ，科学的な自然観を育てる科目である。  

令和７年度共通テストの本試験の受験者数は461,505人（昨年度より4,978人増）であった。理科

の延べ受験者数についても，「物理」「化学」「生物」の受験者が6,000人増加した。「地学」受験者数

も2,365人で，昨年度より573人増加し，「物理」「化学」「生物」「地学」全受験者数の0.6％（昨年度

は0.5％）であり，年度を追って少しずつ増加傾向にある。また，平均点は41.64点であり，共通テ

スト開始以来最高点であった昨年度の56.62点より14.98点下降した。 

評価に当たっては，共通テストの趣旨である「大学への入学志願者を対象に，高等学校の段階に

おける基礎的な学習の達成の程度を判定し，大学教育を受けるために必要な能力について把握する

ことを目的とし，各教科・科目の特質に応じ，知識・技能のみならず，思考力，判断力，表現力等

も重視して評価を行うものとする」に基づき，本年度の「地学」本試験の問題について，21ページ

に記載の８つの観点により，総合的に検討を行った。 

２ 内 容・範 囲  

出題内容や範囲については，学習指導要領の定める範囲内であり，おおむね教科書に準じた内容

で構成されていた。小問別に見ると「地球の概観」に関する設問が３問，「地球の活動と歴史」に関

する設問が10問，「地球の大気と海洋」に関する設問が７問，「宇宙の構造」に関する設問が７問で

あった。昨年度より「地球の概観」と「宇宙の構造」に関する設問がそれぞれ１問増加し，「地球の

活動と歴史」に関する設問が１問減少した。これだけ見ると偏りがあるように見られるが，「固体地

球」「岩石・鉱物」「地史・地質」「大気・海洋」「天文」の５分野で分類すると，それぞれ５問，６

問，３問，７問，６問となり，大気・海洋がやや多い傾向はあるが，全体的にはバランス良く出題

されている。新課程より「地学」の教科書が１社になったため，出題範囲の偏りはない。  

内容については，基本的な知識の組合せやその正誤判断，探究活動や観察・実験，野外実習や天

体観測などを題材として，観察，実験や探究活動についての理解力や思考力・判断力・表現力等を

問う問題，図表やグラフを読み取り，数学的処理能力や思考力・判断力・表現力等を問う問題など，

共通テストの問題作成方針を踏まえた設問が多くあり，適切であった。  

以下，個々の設問について意見を述べる。  

第１問は地学現象の測定・観測に用いられる機器の使用や関連する知識に関する小問である。地

学的な知識だけではなく観察や実験の結果求められる事実や知識，観察・実験の方法，観察結

果から考察できること等を題材に，多領域にわたる地学現象について小問で構成された分野横

断型の総合問題である。「知識は観察，実験の結果求められる」というのは，地球科学の理解の

根幹であり，出題者の意図が明確に伝わる。問１はプリズムを用い分光器とスペクトルの投影

順序の，問２は地磁気の伏角の測定の問題である。特に問３のクリノメーターの使用法と問４

の鉱物の晶出順序の問題は実際に観察や実験をしていれば容易に正解できる問題であり，出題

者の強い意図を感じる。問５は高層天気図の問題である。 

第２問は固体地球に関する問題である。問１は地磁気についての様々な知識が問われる問題であ

る。地磁気静穏期の日変化の原因を知っていれば答えやすい。知っていなくても，他の三つの
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選択肢は全て正しいことが容易に理解できる。 問２は平均太陽とうるう秒に関する問題であ

る。限りある少ない時間の中でここまできちんと学習しているかどうかが問われる。問３はＰ

波の伝わり方と走時曲線からＰ波の速度と震源の深さを考察する問題である。よく考えないと

できない問題であるが，左の断面図がヒントになっている。分かると感覚的に解答できる。き

ちんと課題を解決できる良い問題である。また，一方で，地道に選択肢を一つ一つ試してつぶ

して検算しても正答にたどり着ける。問４はコールドプルームの密度が大きく，密度が大きけ

れば波の伝わる速さが速いことを知っていれば正答できる。 

第３問，問１は変成作用とマグマに関する問題である。図が示されるのが理想だが，表中のウが

ホルンフェルスであることが分かれば正答にたどり着く。図は昨年度出題された。問２はマグ

マの「同化作用」という用語を知っていれば容易である。問３と問４は地質図の問題である。

問３の地層の走向と断層の傾斜・活動時期は容易に正答できる。問４の地質現象の順序を読み

取るためには地質断面図を書く必要があるが，不整合のＥ層があるので書きにくい。悪い問題

ではない。正答率は50％を超えている。問５は年代測定法の問題である。「測定法と測定される

年代」の図を把握している必要があるが，そこまで深く学習したかどうか。図を出して考察さ

せるのも一つの案である。半減期を大きく過ぎた同位体は年代測定には使用できないことを知

っていて欲しい。問６は生命や地球環境についての問いである。生命と環境変化についてきち

んと学んでいれば容易に正答にたどり着く。または，正しい選択肢を一つ一つ吟味し除外して

いけば，一つしか残らない。問７は第四紀の気候変動についての文章の正誤問題である。ｂま

できちんと勉強しているかが問われる。現在の気候変動の研究がどのように行われているかを

示しており良い問題である。 

第４問Ａは気象の問題である。問１は温帯低気圧での各地の風向きについての問いである。考察

すれば容易に正答にたどり着ける。問２は基本的な問題である。教科書の図のとおりである。

問３は飽和水蒸気量と相対湿度の問題である。きちんと考えれば容易に正答できる。解答に時

間のかかる問題ではあるが，受験者には是非取り組んで欲しい問題である。問Ｂは海洋の問題

である。問４は海流の基礎的な問題。平易である。問５は地形と潮流の関係，気圧と海面の関

係の問題であり容易である。寄せ集め的な問題である。問６は潮流（地衡流）の問題である。

海流のことを知らなくても，大気の現象でコリオリの力と地衡風を知っていても正答できる。

平易な問題であり，図を描いて考える思考を問う問題である。ただし，実際の正答率は30％台

後半で高くはない。 

第５問は宇宙に関する問題である。問Ａは原始星の問題である。問１は知識があれば正答できる。

問２は暗黒星雲の基礎的な問題である。問３はウィーンの変位則の式を知らないと解答できな

い。計算が必要である。良い問題である。残り３問（27問中の25問目）の時点で粘り強く落ち

着いて計算できるかどうか，桁違いをしないかどうかが問われていると思う。このような力も

必要である。問Ｂは連星と系外惑星の問題である。問４はドップラー効果の問題である。基礎

的な問題である。問５は系外惑星の問題である。時期Ｐにおける暗線の波長の変化量は多少難

しいかも知れない。難易度は高い。連星と同じことが系外惑星で言えるということが分かれば

良い。 

３ 分 量・程 度  

大問は５問構成で，小問数は27で構成されていた。解答番号数は昨年度と同じであった。ページ

数は昨年度より３ページ増え33ページであった。図表やグラフを活用する設問は15問で，昨年度の

16問，一昨年度の19問から減少した。観察，実験や観測に関する設問は昨年度の３問から一昨年度

 

と同様の４問に戻り，計算問題は１問増え３問となった。昨年度と同様にて，思考力・判断力・表

現力等を必要とする設問や計算問題の割合が減り，基本的な知識を基に思考・考察する設問の割合

が増加したことや，問題文の長さや量も適切であったため，全体としての分量は妥当であり，受験

者は時間内に解答することが可能であったと思われる。  

選択肢数は４択が21問，６択が５問，８択が１問であった。昨年度は４択が19問，５択が１問，

６択が６問であった。一昨年度は４択が26問，６択が１問であったことから，今年度は昨年度と同

様の傾向であると考えられる。８択問題が復活した。４択問題の平均正答率46％に対し６択問題は

31％，８択問題は15％であった。選択肢の数については工夫が必要かも知れない。 

難易度についてはＡ（平易）が４問，Ｂ（標準）が18問，Ｃ（やや難）が４問，Ｄ（難問）が１

問と分析した。平均点は41.64点と，昨年度の56.62点より14.98点低く，難化したと言える。昨年度

の本試験はＡ（平易）が７問，Ｂ（標準）が17問，Ｃ（やや難）が２問，Ｄ（難問）が０問と分析

されているため，今年度はやや難の設問が増加し，平易の設問が減少した分，平均点が下降したと

分析する。今回，平均点が下降したのは，地磁気・うるう秒・変成作用・地質断面図・年代測定法・

天気図・断熱減率・系外惑星などの知識が不十分な受験者が多くあったことと，晶出順序・Ｐ波の

速度と震源の深さ・地衡流などの地道で十分な思考が必要な問題が避けられたことが原因であると

推察される。問題全体に占めるＡとＢの割合は８割程度であり，昨年度と大差は見られない。出題

の狙いとされる思考力・判断力・表現力等を必要とする設問に受験者が対応できていないことが一

因として考えられる。クリノメーターの使い方・鉱物の晶出順序・震源の深さの求め方・地質断面

図の書き方・飽和水蒸気量と相対湿度・ウィーンの変位則の計算等は高等学校で是非ともやってき

て欲しい内容だという出題者からのメッセージ性のある良問である。 

４ 表 現・形 式   

全体として，受験者に分かりやすい表現が用いられており，理解しやすい内容であった。多くの

設問に図表やグラフが用いられるなど，全体的に工夫が感じられた。 

形式については，項目判断：該当する項目を選択する設問，文章判断：文章を選択する設問，計

算：計算が主体となる設問の３項目に分類した。項目判断は19問あり昨年度より３問増加した。文

章判断は５問あり昨年度より３問減少した。計算は３問であり昨年度より１問増加した。また，正

誤の組合せ問題は３問あり昨年度と同数である。出題形式のバランスは適切である。 

以下，幾つか個別の設問について述べる。 

第２問，問３は，Ｐ波の伝わり方の図とその走時曲線のグラフからＰ波の速度と震源の深さを求

める計算問題である。走時曲線のグラフから震央距離（km）と走時（秒）を読み取り左の断面

図に書き込んでいくことで，直角三角形の辺の長さが３：４：５であることが分かれば，あと

は感覚的に解答できる。作問に工夫が感じられた良問である。 

第３問Ｂ問３と問４は，地質図から走向を読み取り断面図を書いて考察する問題である。不整合

の上に乗っている礫岩層Ｅがあることでやや難易度が上がった。 

５ ま  と  め（総括的な評価）  

〇高等学校の授業改善への影響  

今回の共通テストでは，「地学」の教科書に準じた内容から，基本事項の理解を見る問題だけで

なく，観察や実験の結果について，グラフや図から読み取り考察する問題や，グラフや表に受験

者自らが表現し可視化した上で考察する問題も出題された。地学的な思考力・判断力・表現力等

を見る問題が，様々な形式で出題されていた。高等学校では，基本事項の理解だけにとどまらず，
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選択肢は全て正しいことが容易に理解できる。 問２は平均太陽とうるう秒に関する問題であ

る。限りある少ない時間の中でここまできちんと学習しているかどうかが問われる。問３はＰ

波の伝わり方と走時曲線からＰ波の速度と震源の深さを考察する問題である。よく考えないと

できない問題であるが，左の断面図がヒントになっている。分かると感覚的に解答できる。き

ちんと課題を解決できる良い問題である。また，一方で，地道に選択肢を一つ一つ試してつぶ

して検算しても正答にたどり着ける。問４はコールドプルームの密度が大きく，密度が大きけ

れば波の伝わる速さが速いことを知っていれば正答できる。 

第３問，問１は変成作用とマグマに関する問題である。図が示されるのが理想だが，表中のウが

ホルンフェルスであることが分かれば正答にたどり着く。図は昨年度出題された。問２はマグ

マの「同化作用」という用語を知っていれば容易である。問３と問４は地質図の問題である。

問３の地層の走向と断層の傾斜・活動時期は容易に正答できる。問４の地質現象の順序を読み

取るためには地質断面図を書く必要があるが，不整合のＥ層があるので書きにくい。悪い問題

ではない。正答率は50％を超えている。問５は年代測定法の問題である。「測定法と測定される

年代」の図を把握している必要があるが，そこまで深く学習したかどうか。図を出して考察さ

せるのも一つの案である。半減期を大きく過ぎた同位体は年代測定には使用できないことを知

っていて欲しい。問６は生命や地球環境についての問いである。生命と環境変化についてきち

んと学んでいれば容易に正答にたどり着く。または，正しい選択肢を一つ一つ吟味し除外して

いけば，一つしか残らない。問７は第四紀の気候変動についての文章の正誤問題である。ｂま

できちんと勉強しているかが問われる。現在の気候変動の研究がどのように行われているかを

示しており良い問題である。 

第４問Ａは気象の問題である。問１は温帯低気圧での各地の風向きについての問いである。考察

すれば容易に正答にたどり着ける。問２は基本的な問題である。教科書の図のとおりである。

問３は飽和水蒸気量と相対湿度の問題である。きちんと考えれば容易に正答できる。解答に時

間のかかる問題ではあるが，受験者には是非取り組んで欲しい問題である。問Ｂは海洋の問題

である。問４は海流の基礎的な問題。平易である。問５は地形と潮流の関係，気圧と海面の関

係の問題であり容易である。寄せ集め的な問題である。問６は潮流（地衡流）の問題である。

海流のことを知らなくても，大気の現象でコリオリの力と地衡風を知っていても正答できる。

平易な問題であり，図を描いて考える思考を問う問題である。ただし，実際の正答率は30％台

後半で高くはない。 

第５問は宇宙に関する問題である。問Ａは原始星の問題である。問１は知識があれば正答できる。

問２は暗黒星雲の基礎的な問題である。問３はウィーンの変位則の式を知らないと解答できな

い。計算が必要である。良い問題である。残り３問（27問中の25問目）の時点で粘り強く落ち

着いて計算できるかどうか，桁違いをしないかどうかが問われていると思う。このような力も

必要である。問Ｂは連星と系外惑星の問題である。問４はドップラー効果の問題である。基礎

的な問題である。問５は系外惑星の問題である。時期Ｐにおける暗線の波長の変化量は多少難

しいかも知れない。難易度は高い。連星と同じことが系外惑星で言えるということが分かれば

良い。 

３ 分 量・程 度  

大問は５問構成で，小問数は27で構成されていた。解答番号数は昨年度と同じであった。ページ

数は昨年度より３ページ増え33ページであった。図表やグラフを活用する設問は15問で，昨年度の

16問，一昨年度の19問から減少した。観察，実験や観測に関する設問は昨年度の３問から一昨年度

 

と同様の４問に戻り，計算問題は１問増え３問となった。昨年度と同様にて，思考力・判断力・表

現力等を必要とする設問や計算問題の割合が減り，基本的な知識を基に思考・考察する設問の割合

が増加したことや，問題文の長さや量も適切であったため，全体としての分量は妥当であり，受験

者は時間内に解答することが可能であったと思われる。  

選択肢数は４択が21問，６択が５問，８択が１問であった。昨年度は４択が19問，５択が１問，

６択が６問であった。一昨年度は４択が26問，６択が１問であったことから，今年度は昨年度と同

様の傾向であると考えられる。８択問題が復活した。４択問題の平均正答率46％に対し６択問題は

31％，８択問題は15％であった。選択肢の数については工夫が必要かも知れない。 

難易度についてはＡ（平易）が４問，Ｂ（標準）が18問，Ｃ（やや難）が４問，Ｄ（難問）が１

問と分析した。平均点は41.64点と，昨年度の56.62点より14.98点低く，難化したと言える。昨年度

の本試験はＡ（平易）が７問，Ｂ（標準）が17問，Ｃ（やや難）が２問，Ｄ（難問）が０問と分析

されているため，今年度はやや難の設問が増加し，平易の設問が減少した分，平均点が下降したと

分析する。今回，平均点が下降したのは，地磁気・うるう秒・変成作用・地質断面図・年代測定法・

天気図・断熱減率・系外惑星などの知識が不十分な受験者が多くあったことと，晶出順序・Ｐ波の

速度と震源の深さ・地衡流などの地道で十分な思考が必要な問題が避けられたことが原因であると

推察される。問題全体に占めるＡとＢの割合は８割程度であり，昨年度と大差は見られない。出題

の狙いとされる思考力・判断力・表現力等を必要とする設問に受験者が対応できていないことが一

因として考えられる。クリノメーターの使い方・鉱物の晶出順序・震源の深さの求め方・地質断面

図の書き方・飽和水蒸気量と相対湿度・ウィーンの変位則の計算等は高等学校で是非ともやってき

て欲しい内容だという出題者からのメッセージ性のある良問である。 

４ 表 現・形 式   

全体として，受験者に分かりやすい表現が用いられており，理解しやすい内容であった。多くの

設問に図表やグラフが用いられるなど，全体的に工夫が感じられた。 

形式については，項目判断：該当する項目を選択する設問，文章判断：文章を選択する設問，計

算：計算が主体となる設問の３項目に分類した。項目判断は19問あり昨年度より３問増加した。文

章判断は５問あり昨年度より３問減少した。計算は３問であり昨年度より１問増加した。また，正

誤の組合せ問題は３問あり昨年度と同数である。出題形式のバランスは適切である。 

以下，幾つか個別の設問について述べる。 

第２問，問３は，Ｐ波の伝わり方の図とその走時曲線のグラフからＰ波の速度と震源の深さを求

める計算問題である。走時曲線のグラフから震央距離（km）と走時（秒）を読み取り左の断面

図に書き込んでいくことで，直角三角形の辺の長さが３：４：５であることが分かれば，あと

は感覚的に解答できる。作問に工夫が感じられた良問である。 

第３問Ｂ問３と問４は，地質図から走向を読み取り断面図を書いて考察する問題である。不整合

の上に乗っている礫岩層Ｅがあることでやや難易度が上がった。 

５ ま  と  め（総括的な評価）  

〇高等学校の授業改善への影響  

今回の共通テストでは，「地学」の教科書に準じた内容から，基本事項の理解を見る問題だけで

なく，観察や実験の結果について，グラフや図から読み取り考察する問題や，グラフや表に受験

者自らが表現し可視化した上で考察する問題も出題された。地学的な思考力・判断力・表現力等

を見る問題が，様々な形式で出題されていた。高等学校では，基本事項の理解だけにとどまらず，
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観察や実験を実際に行い，観察や実験の結果をグラフや図から読み取り考察する力や，グラフや

図に表現する力をしっかりと身に付けさせることが必要である。 

〇意見・要望・提案等  

上記のように検討した結果を，前述の８項目の観点から次のように要約し，今後の試験問題の

作成に対し，提案・要望を行う。 

⑴ 共通テスト問題作成方針を踏まえ，基本事項の理解を問う問題や思考力・判断力・表現力等

が求められる問題が，バランス良く出題されていた。 

⑵ 出題内容や範囲については，学習指導要領の定める範囲内であり，おおむね教科書に準じた

内容で構成されていた。大気・海洋分野がやや多い傾向はあるが，全体的にはバランス良く

出題されていた。 

⑶ 問題で使用された題材は，新課程の教科書が１冊しかないことにより，特定の教科書への偏

りは考える必要はなかった。 

⑷ 探究活動や観察，実験，野外実習など，共通テストの問題作成方針を踏まえた設問が複数あ

り，適切であった。 

⑸ 選択肢数が６択の問題が５問，８択の問題が１問あり，例年に比べ多かったが，設問数，配

点，設問形式はおおむね適切であった。 

⑹ 全体として，受験者にも分かりやすい表現が用いられており，理解しやすいもので，おおむ

ね適切であった。 

⑺ 設問によってはやや難易度が高いものも見られたが，全体の難易度は適切であった。 

⑻  得点のちらばりはおおむね適正であった。 

今回は，「地学」の内容を確実に学習した受験者が，時間内に解答できる分量と内容になってい

た。また，観察，実験，野外実習を扱った問題は，共通テストの問題作成方針にのっとり，探究

的な学びを促す役割を果たすと同時に，学習者の興味を喚起する工夫がなされていた。 

地学は総合科学であり，それぞれの分野の知識が様々なところでつながっている。第１問は地

学現象の測定・観測に用いられる機器の使用や関連する知識に関する小問で，このような問題が

冒頭に出てくることは，「知識は観察・実験の結果求められる」という地球科学の根幹の問題であ

り，出題者の強いメッセージが明確に伝わることとなる。また第４問のように，あるテーマに沿

った具体的な分野横断的な問題は，地学の特性を感じさせるものであり，どんなテーマで出題さ

れるのかが毎年楽しみである。今後も無理のない範囲で出題を続けて欲しい。 

共通テストがスタートして５回目の，また新課程最初の本試験であったが，前回初めての５割

台後半の平均点が再び４割台に戻ってしまった。出題内容は多岐にわたり，選択肢数が６択の問

題も多く出題された中，是非昨年同様の５割台後半の平均点となる作問がなされることを期待し

たい。 

今後も受験者の側に立った難易度，分量，全体のバランスを考慮していただき，平均点を６割

程度にするための問題作成の工夫をお願いしたい。正答率を上げていかないと共通テストの「地

学」受験者も，ひいては「地学」履修者も増えてはいかないと思う。 

最後に，各方面から寄せられた意見や要望を真摯に受け入れ，内容を詳細に吟味され，熱意を

持って作問された問題作成委員の諸先生方のこれまでの御努力に対して，深く敬意を表したい。

次年度以降も引き続き意見や要望を積極的に作問に反映していただき，適切な難易度かつ良質な

問題を期待する。 

 

第２ 教育研究団体の意見・評価  

○ 日本地学教育学会 

（代表者 川村 教一  会員数 約 501 人） 

ＦＡＸ 03-5227-8631 

 

日本地学教育学会では，令和７年度共通テストにおける問題の出題方法・内容・難易度等を，大学

及び高等学校地学担当教員等の意見・評価を基に検討を行った。本検討は，本学会会長の下で８人の

会員が委員となり，東京都理化教育研究会地学専門委員会（幹事；可長清美），埼玉県高等学校理化

研究会地学研究委員会（幹事；小暮岳実），神奈川県高等学校教科研究会理科部会（部会長：千葉美

希子），茨城県高等学校教育研究会地学部（部長；渡邊聡）などにおける研究協議や関係メーリング

リスト等を通じて地学教育関係者の意見を広く集めたものである。  

「地学基礎」 

１ 前     文  

  昨年と同様に，思考力・判断力・表現力等を問う出題が中心であった。使用された図やデータは，

事実に基づくもの，推測される事例，実際の災害事例などが含まれており，地学現象を身近な科学

として捉えさせようとする意図が感じられた。また，科目内の複数領域をまたぐ問題も見られ，分

野横断型の出題を意識した傾向がうかがえた。一方で，学習指導要領で言及されていない内容から

の出題があり，「高等学校学習指導要領に準拠する」という問題作成方針の解釈には曖昧さが見ら

れた。共通テスト全体としての難易度や平均点は適正であったと言える。 

２ 試験問題の程度・設問数・配点・形式等への評価 

  昨年同様，大問は四つで，問題数は 15 問であった。配点は３点の問題が 10 問，４点の問題が５

問であった。一方，問題のページ数は昨年よりも５ページ増え，19 ページとなった。その要因とし

て，図やグラフの数が昨年の５つから 11 に増え，倍以上となったことが挙げられる。出題範囲は

地学基礎の全分野にわたっていた。今年も地球環境や自然災害に関する問題が，大問として出題さ

れた。出題内容は基礎的なものが多く，共通テストの問題難易度として適正であった。 

昨年６題出題された知識問題は８題へと増加した。図やグラフを用いた問題と組み合わせること

で，単純な出題形式とならないよう工夫されている。図・グラフを選択させる問題は，昨年の２題

から６題へと増加した。特に，昨年は出題のなかった写真を用いた問題が２問出題された。また，

組み合わせ問題も昨年の９題から 11 題へと増加した。いずれも思考力・判断力・表現力等が問わ

れる問題と組み合わせられており，多くの受験者は解答に時間を要したと考えられる。その他，文

章選択問題や正誤問題は，昨年と同程度の出題数であった。 

一方で，これまで１～２題程度出題されていた計算問題は，今年は出題されなかった。教科の特

性上，計算を要する問題の出題があっても良い。また，出題内容が一部重複する問題（問題番号 105

・106 及び問題番号 110・111）が見られた。科目の特性を考慮すると，限られた出題数の中で，で

きる限り幅広い領域から出題されることが望ましい。 

第１問 「惑星としての地球」「活動する地球」「地球の変遷」に関する設問であり，主に固体地球に

関する領域から出題されている。 
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